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閣
府
が
連
携
し
て
の
制
度
設
計
を
す

る
た
め
に
、
政
府　

子
ど
も
・
子
育
て

会
議
基
準
検
討
部
会
等
に
お
い
て
、
そ

の
内
容
を
慎
重
に
審
議
し
て
お
り
ま
す

が
、
公
定
価
格
・
上
乗
せ
徴
収
・
応
諾

義
務
な
ど
の
重
要
な
事
項
は
、
こ
れ
か

ら
の
会
議
の
進
捗
を
待
た
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
栃
木
県
に
お
い
て
も
子
ど
も
・

子
育
て
審
議
会
が
設
置
さ
れ
幼
稚
園
関

係
者
か
ら
委
員
と
し
て
二
名
が
選
出
さ

れ
、
既
に
第
一
回
の
審
議
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

市
町
に
お
け
る
地
方
版　

子
ど
も
・

子
育
て
会
議
の
設
置
状
況
は
二
十
六
市

町
の
内
十
八
市
町
が
設
置
済
み
（
設
置

予
定
含
む
）
で
あ
り
ま
す
の
で
、
未
設

置
の
八
市
町
に
は
、
地
区
連
合
会
が
積

極
的
に
働
き
か
け
て
頂
く
と
と
も
に
、

県
こ
ど
も
政
策
課
・
文
書
学
事
課
等
か

ら
市
町
を
強
く
指
導
し
て
頂
き
ま
す
よ

う
栃
幼
連
と
し
て
も
強
く
要
望
し
て
お

り
ま
す
。

　

次
に
『
幼
児
教
育
無
償
化
』
に
つ
い

て
は
、
関
係
閣
僚
・
与
党
実
務
者
連
絡

会
議
に
お
い
て
「
幼
児
教
育
無
償
化
に

向
け
た
基
本
方
針
」
が
取
り
ま
と
め
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
民
党
を
挙
げ

て
幼
児
教
育
の
さ
ら
な
る
振
興
を
図
っ

て
い
く
た
め
に
、
平
成
二
十
六
年
度
予

算
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
決
議
さ
れ
ま

し
た
。

一
、
幼
児
教
育
の
無
償
化
を
推
進
す
る

た
め
、
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助

金
に
お
い
て
、
幼
稚
園
と
保
育
所

の
「
負
担
の
平
準
化
」
を
図
る
観

点
か
ら
、
低
所
得
世
帯
・
多
子
世

帯
の
保
護
者
負
担
に
つ
い
て
保
育

所
と
同
様
の
軽
減
処
置
を
行
う
こ

と
。

二
、
私
立
幼
稚
園
が
負
っ
て
い
る
重
要

な
役
割
に
鑑
み
、
預
か
り
保
育
や

特
別
支
援
の
一
層
の
充
実
を
含

め
、
充
実
し
た
教
育
環
境
を
保
障

す
る
た
め
の
私
立
高
等
学
校
等
経

常
費
助
成
費
補
助
の
大
幅
な
拡
充

を
図
る
こ
と
。

　

次
に
『
栃
木
県
へ
の
予
算
要
望
』
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
も
、（
平
成
二
十
五

年
十
一
月
）
平
成
二
十
六
年
度
予
算
要

望
や
政
策
に
関
す
る
要
望
を
自
民
党
政

策
懇
談
会
に
て
自
民
党
県
連
政
調
会
に

対
し
要
望
い
た
し
ま
し
た
。
特
に
運
営

費
補
助
金
の
増
額
と
私
立
幼
稚
園
振
興

財
団
へ
の
補
助
率
の
ア
ッ
プ
を
重
点
要

望
と
致
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
年
も
福
田
富
一
知
事
に
要

望
書
を
直
接
お
渡
し
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
そ
の
際
知
事
は
幼
稚
園
教
育

に
理
解
を
示
さ
れ
、
温
か
い
言
葉
も
頂

き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
栃
木
県
の
幼

児
教
育
の
更
な
る
質
の
向
上
と
県
民
の

期
待
に
応
え
る
べ
く
努
力
す
る
こ
と
を

約
束
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
様
に
栃
幼
連
は
、
私
立
幼
稚
園

振
興
連
盟
・
振
興
財
団
・
栃
幼
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
と
一
致
協
力
し
て
予
算
要
望
・

政
策
要
望
・
教
員
・
保
護
者
の
研
修
会

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
経
営
の
安
定
と
資
質

の
向
上
を
目
指
し
て
研
鑽
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
会
員
各
位
の
ご
支
援

ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

栃
幼
連
理
事
長
　
石
嶋
　
　
勇

平
成
二
十
五
年
度
を
振
り
返
っ
て

平
成
二
十
五
年
度
を
振
り
返
っ
て

　

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
指
導
を

賜
り
平
成
二
十
五
年
度
が
無
事
終
わ
ろ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。
衷
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
会
で
は
、
平
成
二
十
五
年
七
月

二
十
一
日
投
開
票
で
行
わ
れ
ま
し
た
参

議
院
議
員
選
挙
も
、
二
十
四
年
十
二
月

十
六
日
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
議
員
選
挙

に
続
き
、
自
民
党
が
大
勝
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
衆
議
院
参
議
院
議
員
が
過

半
数
を
超
え
て
国
会
の
ね
じ
れ
が
解
消

さ
れ
、
安
倍
政
権
は
引
き
続
き
高
い
支

持
率
で
安
定
し
た
政
権
運
営
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

一
方
、
マ
ス
コ
ミ
は
安
倍
政
権
が
行

う
景
気
対
策
を
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
し
て

取
り
上
げ
注
目
し
て
き
ま
し
た
。
円
は

ド
ル
に
対
し
百
円
を
超
え
、
株
価
（
日

経
平
均
）
は
一
万
五
千
〜
六
千
円
に
迫

る
勢
い
で
、
景
気
の
回
復
の
兆
し
が
見

え
て
来
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

し
か
し
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
実
感

で
き
る
景
気
の
回
復
上
昇
ま
で
に
は
、

も
う
少
し
時
間
が
必
要
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
私
た
ち
幼
稚
園
関
係
者
に

と
っ
て
大
き
な
課
題
が
出
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

そ
の
一
つ
目
は
『
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
』
に
伴
う
対
応
で
あ
り
ま

す
。
三
党
合
意
（
自
・
公
・
民
）
を
踏

ま
え
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
・
内



116号

02

　

こ
の
一
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
昨

年
四
月
に
、
国
に
「
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
」
が
設
置
さ
れ
、
十
月
に
は
、
県

版
の
「
栃
木
県
子
ど
も
・
子
育
て
審
議

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
、
今
年
度
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
の
具
体
的
な
検
討
が
開
始
さ

れ
た
こ
と
が
一
番
の
出
来
事
に
挙
げ
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
新
制
度
は
、
平
成
二
十
七
年
四

月
か
ら
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
す
る
見
込

み
で
す
が
、
施
設
型
給
付
の
創
設
な
ど
、

幼
稚
園
に
と
っ
て
大
き
な
制
度
の
変
更

と
な
り
ま
す
。
県
で
は
、
各
幼
稚
園
が

円
滑
に
新
制
度
に
移
行
で
き
る
よ
う
、

各
市
町
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
適

切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

さ
て
、
御
案
内
の
と
お
り
、
少
子
化

の
急
速
な
進
行
や
核
家
族
化
に
伴
う
家

庭
や
地
域
の
子
育
て
力
の
低
下
な
ど
、

子
ど
も
と
家
庭
を
取
り
巻
く
環
境
が
大

き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
幼
稚
園
が

果
た
す
社
会
的
役
割
を
十
分
認
識
し
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に

成
長
で
き
る
よ
う
、
運
営
費
補
助
金
の

充
実
や
安
心
こ
ど
も
基
金
に
よ
る
子
育

て
環
境
の
整
備
な
ど
、
質
の
高
い
幼
児

教
育
の
確
保
に
尽
力
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
引
き
続
き
皆
様
と
共
に
、
幼
児

教
育
の
振
興
や
子
育
て
支
援
の
充
実
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の

更
な
る
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

文
書
学
事
課
長
　
永
井
　
茂
明

平
成
二
十
五
年
度
を
振
り
返
っ
て

平
成
二
十
五
年
度
を
振
り
返
っ
て

 

第
一
回　

七
月
十
一
日
（
木
）　

午
前
の
部

　
「
子
ど
も
が
伸
び
る
保
育
・
保
育
者
」

　

講
師　

宇
都
宮
共
和
大
学
准
教
授

　

高
柳
恭
子
先
生

午
後
の
部　

　
「
造
形
あ
そ
び
」

　

講
師　

文
星
芸
術
大
学
教
授　

林　

香
君
先
生

 

第
二
回　

八
月
二
十
日
（
火
）　

午
前
の
部

　
「
子
ど
も
は
自
然
か
ら
何
を
学
ぶ
の
か
」

　

講
師　
学
校
法
人
関
西
学
院
聖
和
幼
稚
園

園
長　

出
原　

大
先
生

午
後
の
部

　
「
保
育
を
楽
し
む
た
め
に
す
る
こ
と
」

　

ゲ
ス
ト　

出
原　

大
先
生

　

聞
き
手　

呑
竜
幼
稚
園

園
長　

小
林
研
介
先
生

 

第
三
回　

十
月
十
九
日
（
土
）　

午
前
の
部

　
「
保
育
を
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
す
る
と
い
う
こ
と
Ⅱ
」

　

講
師　

呑
竜
幼
稚
園

園
長　

小
林
研
介
先
生

午
後
の
部

　
「
園
内
研
修
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
み
ま
し
ょ
う
」

　

講
師　

栃
木
県
教
育
セ
ン
タ
ー
長

田
渕
光
与
先
生

 

第
四
回　
十
一
月
十
四
日（
木
）・
二
十
日（
水
）

午
前
の
部　

呑
竜
幼
稚
園
視
察

午
後
の
部　

保
育
研
究

　
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー　

　
　
愛
泉
幼
稚
園  

副
園
長  

小
倉
庸
寛
先
生

　

以
上
の
日
程
及
び
テ
ー
マ
に
て
、
講
座

が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
講
師
の
先
生
方

の
熱
意
あ
る
お
話
に
引
き
込
ま
れ
、
自
分

の
保
育
を
振
り
返
り
見
直
す
良
い
き
っ
か

け
と
な
り
ま
し
た
。
又
、
昨
年
受
講
さ
れ

た
先
生
方
多
数
の
希
望
も
あ
り
、
呑
竜
幼

稚
園
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
教
育
研
究
委
員
長　

山
荷　

フ
サ
子
）

資
質
向
上
選
抜
養
成
講
座
Ⅸ
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設
置
者
・
園
長
研
修
会

設
置
者
・
園
長
研
修
会

置
者
園
長
研
修
会

置
者
園
長
研
修
会会

明
日
に
向
け
て
幼
稚
園
の
振
興
を
考
え
る

明
日
に
向
け
て
幼
稚
園
の
振
興
を
考
え
る

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
四
日
ホ
テ
ル
ニュ
ー
イ
タ
ヤ
を
会
場
に
恒
例
の
設
置
者・園
長

研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

百
二
十
園
で
百
四
十
一
名
が
参
加
し
、今
後
の
幼
稚
園
振
興
に
つ
い
て
研
鑽
に
励
ん
だ
。

　

ま
ず
、
石
嶋
勇
理

事
長
よ
り
新
年
の
挨

拶
の
後
、
参
加
者
へ

の
感
謝
の
言
葉
が
述

べ
ら
れ
た
。続
い
て
、

講
師
紹
介
が
あ
り
核

心
に
触
れ
た
話
が
聞

け
る
の
で
は
な
い

か
、
特
に
、
子
ど
も

子
育
て
法
案
に
つ
い

て
の
情
報
が
少
な
い

た
め
、
こ
の
研
修
会

で
少
し
で
も
学
ん
で

い
た
だ
き
た
い
、
ま

た
、
栃
幼
連
と
し
て

も
今
後
、
皆
さ
ん
と

共
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と
話
さ
れ
た
。続
い
て
、

荒
居
養
雄
経
営
研
究
委
員
長
よ
り
趣
旨
説
明
が

あ
り
、
研
修
に
入
っ
た
。

　

平
成
二
十
五
年
度
幼
稚
園
設
置
学
校
法
人

等
財
務
関
係
調
査
結
果
に
つ
い
て
、
調
査
目

的
、
調
査
事
項
、
調

査
対
象
、
調
査
結
果

の
順
で
話
を
進
め
ら

れ
た
。（
主
な
指
摘

事
項
）
と
し
て
、一
．

学
校
法
人
の
管
理
運

営
に
つ
い
て
。（
一
）

ア
．予
算
は
三
月
末
、

決
算
は
五
月
末
ま
で

に
、
理
事
会
等
開
催
は
書
面
で
。
イ
．
事
業
計

画
、
事
業
実
績
の
作
成
、
書
面
で
の
意
思
表
示
。

ウ
．
運
営
上
の
重
要
事
項
は
理
事
会
、
評
議
員

会
に
は
か
る
こ
と
。
エ
．
議
事
録
署
名
は
自
署

を
徹
底
。
オ
．
理
事
、
監
事
、
評
議
員
は
任
期

前
に
改
選
、
改
選
後
は
登
記
済
届
、
理
事
、
監

事
就
任
届
を
速
や
か
に
提
出
す
る
こ
と
。（
二
）

監
事
は
決
算
の
理
事
会
に
出
席
。（
三
）
情
報

公
開
書
類
の
作
成
。（
四
）
資
産
登
記
変
更
は

五
月
末
ま
で
に
。
二
．
幼
稚
園
の
管
理
運
営
に

つ
い
て
。（
一
）防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
。（
二
）

各
種
規
定
の
整
備
。（
三
）
園
地
の
借
用
の
手

引
き
等
。（
四
）
園
地
・
園
舎
変
更
届
の
提
出

に
つ
い
て
。（
五
）
園
則
変
更
届
の
提
出
に
つ

い
て
。
三
．
会
計
処
理
に
つ
い
て
。（
一
）
現

金
管
理
の
適
正
化
。（
二
）
借
入
金
等
の
処
理
。

（
三
）
補
正
予
算
。（
四
）
み
な
し
退
職
金
の
経

理
に
つ
い
て
。
そ
の
他
、教
員
免
許
状
の
確
認
、

調
査
報
告
書
等
提
出
書
類
の
期
限
は
厳
守
し
て

ほ
し
い
。
以
上
の
話
を
い
た
だ
い
た
。

理
事
長
あ
い
さ
つ理

事
長　

石
嶋　

勇

　

こ
の
研
修
で
は
、

一
．『
質
の
高
い
幼
児

期
の
学
校
教
育
』
と

は
、
こ
の
事
例
を
ど

う
考
え
る
か
。
二
．

小
学
校
の
準
備
教

育
？
こ
れ
か
ら
求
め

ら
れ
る
学
び
方
・
知
識
。
幼
保
小
連
携
で
見
せ

る
も
の
。
三
．
保
護
者
・
地
域
へ
の
ア
ピ
ー
ル

に
つ
い
て
。
具
体
的
な
教
育
目
標
や
専
門
性
と

は
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

特
に
、
共
同
性
（
集
団
性
の
勉
強
）、
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
の
人
間
関
係
、
個
人
の
目
標
、
教
育

理
念
、
教
育
目
標
、
五
歳
で
話
し
合
う
力
を
養

う
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
、『
幼
児
期
の
学
校
教

育
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
』
に
つ
い
て
事
例
を
交

え
て
詳
し
く
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

最
後
に
、
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い

る
、
保
育
・
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
を
、

園
内
研
修
な
ど
各
種
研
修
会
に
活
用
し
て
欲
し

い
と
の
話
が
あ
っ
た
。

　

前
半
は
少
子
化
の
現
状
に
つ
い
て

一
．
日
本
の
少
子
化
の
状
況

　

①
出
生
数
と
合
計
特
殊
出
生
率
の
推
移

　

②
子
ど
も
の
数
の
減
少

研
修
３

 「
少
子
化
の
現
状
と
子
ど
も
・
子
育
て

　
支
援
新
制
度
に
つ
い
て
」

講
師　

栃
木
県
保
健
福
祉
部  

こ
ど
も
政
策
課

副
主
幹　

野
口　

善
幸　

氏

　

③
人
口
構
造
の
変
化

二
．
栃
木
県
の
少
子
化
の
状
況

　

①
出
生
数
の
推
移

　

②
合
計
特
殊
出
生
率
の
推
移

三
．
栃
木
県
の
晩
婚
化
・
未
婚
化
の
進
行

　

①
晩
婚
化
の
進
行

　

②
未
婚
化
の
進
行

の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
グ
ラ
フ
の
資
料
に
基
づ

い
て
推
移
の
説
明
が
あ
っ
た
。
栃
木
県
は
そ
れ

ぞ
れ
の
グ
ラ
フ
に
お
い
て
わ
ず
か
に
全
国
平
均

よ
り
良
い
、
と
思
わ
れ
る
状
況
で
あ
っ
た
が
、

少
子
化
、
晩
婚
化
、
初
婚
率
年
齢
、
未
婚
率
等
、

す
べ
て
に
お
い
て
も
傾
向
は
全
国
推
移
の
例
外

と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

少
子
化
の
現
状
（
意
識
調
査
）
に
つ
い
て
は

分
析
な
ど
の
興
味
を
誘
う
も
の
で
あ
っ
た
が
時

間
の
都
合
上
資
料
の
提
示
の
み
で
あ
っ
た
。

　

後
半
は
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
に
つ
い
て
」

の
本
題
と
す
る
と

こ
ろ
で
あ
っ
た
が

新
制
度
の
説
明
、

現
行
制
度
と
新
制

度
の
違
い
等
、
現

状
に
お
け
る
具
体
的
な
資
料
の
提
示
と
そ
の
説

明
が
あ
っ
た
が
、
施
設
型
給
付
費
が
最
終
的
に

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
が
、「
標
準
的
な
学
校
教
育

の
提
供
の
た
め
に『
通
常
要
す
る
費
用
』と（
国

が
設
定
し
た
基
準
よ
り
算
定
し
た
額
）
の
差
額

を
参
酌
し
て
定
め
る
額
」
と
し
て
決
め
る
こ
と

に
な
る
た
め
、
具
体
的
な
数
値
が
出
て
こ
な
い

こ
と
も
不
安
材
料
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
本
格
施
行
ま
で
の
作
業
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
・
イ
メ
ー
ジ
図
が
提
示
さ
れ
る
に
至

り
、
幼
稚
園
連
合
会
加
盟
園
と
し
て
決
断
を
迫

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

研
修
２

 「
幼
児
期
の
学
校
教
育
に

　
　
　
　
　
　

求
め
ら
れ
る
こ
と
」

講
師　

栃
木
県
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　

田
淵　

光
与　

氏

研
修
１

 「
幼
稚
園
を
め
ぐ
る
現
状
と
課
題
」

講
師　

栃
木
県
経
営
管
理
部
文
書
学
事
課

副
主
幹　

小
倉　

敬
子　

氏
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昨
年
十
一
月
十
五

日
、
清
滝
幼
稚
園
が

創
設
百
年
を
迎
え
、

私
も
久
し
ぶ
り
に
園
舎
の
中
に
入
っ
た
。
懐

か
し
さ
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
四
十
二
年

間
勤
務
さ
せ
て
も
ら
っ
た
清
滝
幼
稚
園
、
今

で
も
大
好
き
で
あ
る
。

　

私
が
古
河
電
工
附
属
幼
稚
園
に
就
職
し
た

の
は
、
今
か
ら
五
十
年
前
、
東
京
か
ら
は
る

ば
る
日
光
へ
、
当
時
の
国
鉄
で
試
験
を
受
け

に
来
た
。
四
つ
あ
っ
た
幼
稚
園
の
中
で
清
滝

本
園
に
決
ま
り
、
毎
日
寮
か
ら
歩
い
て
通
勤

し
た
。

　

自
然
に
囲
ま
れ
の
び
の
び
と
子
ど
も
た
ち

に
負
け
ず
に
走
り
ま
わ
っ
た
記
憶
が

っ
て

く
る
。
今
度
来
た
先
生
は
背
が
高
く
活
発
な

人
、
美
人
と
は
言
わ
れ
な
か
っ
た
。
残
念
！
。

言
っ
て
く
れ
た
の
は
子
ど
も
の
み
！
「
か
わ

い
い
ね
」
で
す
っ
て
。
ピ
ン
ク
の
セ
ー
タ
ー

な
ど
着
て
い
く
と
も
う
大
変
、
べ
た
べ
た
と

さ
わ
ら
れ
私
に
つ
い
て
来
て
く
れ
た
。

　

四
月
に
な
っ
て
季
節
は
ず
れ
の
大
雪
で
日

光
東
照
宮
の
お
祭
り
が
中
止
に
な
っ
た
時
、

子
ど
も
た
ち
と
元
気
に
雪
遊
び
を
し
た
。
雪

の
中
に
放
り
投
げ
た
り
押
し
込
ん
だ
り
と
、

今
思
う
と
ず
い
ぶ
ん
乱
暴
な
こ
と
を
し
て
遊

ん
だ
と
思
う
。

　

日
光
は
寒
さ
が
き
び
し
く
、
夜
、
共
同
風

呂
か
ら
あ
が
る
と
、
部
屋
に
戻
る
ま
で
に
タ

オ
ル
も
髪
の
毛
も
カ
チ
ン
カ
チ
ン
。
東
京
生

れ
の
私
は
本
当
に
寒
か
っ
た
。

　

秋
の
運
動
会
の
こ
と
。
ゲ
ー
ム
の
中
で
お

父
さ
ん
同
士
が
ぶ
つ
か
っ
て
ケ
ガ
を
し
て
し

ま
っ
た
の
だ
が
、「
子
ど
も
の
前
で
痛
く
て

も
が
ん
ば
る
ヨ
！
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
ヨ
！
」

と
言
っ
て
最
後
ま
で
運
動
会
を
続
け
ら
れ

た
。
お
父
さ
ん
に
涙
が
出
て
し
ま
う
程
、
感

謝
！
。
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
の
ひ
と
つ
。

　

あ
る
日
の
子
ど
も
と
の
会
話
。「
先
生
は

お
嫁
さ
ん
に
い
か
な
い
の
？
」「
だ
っ
て
も

ら
っ
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
の
」「
じ
ゃ
あ

ぼ
く
が
大
き
く
な
っ
た
ら
お
嫁
さ
ん
に
し
て

あ
げ
る
か
ら
ね
」「
あ
ら
う
れ
し
い
！
で
も

○
○
ち
ゃ
ん
が
大
き
く
な
る
頃
は
先
生
は
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
い
る
よ
」。
○
○
ち
ゃ

ん
も
、
今
で
は
五
十
歳
。
二
人
の
子
の
お
父

さ
ん
に
な
っ
て
い
る
。
最
初
に
受
け
持
っ
た

子
ど
も
は
、
も
う
五
十
五
歳
。
孫
も
い
る
。

　

平
成
九
年
一
月
に
学
校
法
人
に
な
る
ま

で
、
幼
稚
園
は
会
社
の
総
務
課
の
所
属
だ
っ

た
。
旅
行
、
新
年
会
、
忘
年
会
、
そ
れ
は
そ

れ
は
楽
し
い
思
い
出
で
あ
る
。
今
で
も
一
年

に
一
度
、
当
時
の
仲
間
と
一
緒
に
七
夕
会
と

称
し
て
一
泊
で
食
事
会
を
し
て
い
る
。

　

会
社
の
人
た
ち
と
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

な
ど
を
し
た
「
合
コ
ン
」
も
懐
か
し
い
。
あ

る
方
が
私
の
所
に
来
て
「
○
○
先
生
を
お
世

話
し
て
…
」「
あ
ゝ
残
念
、
そ
の
先
生
は
も

う
売
れ
て
し
ま
っ
た
ヨ
」「
じ
ゃ
□
□
先
生

は
」
と
言
う
の
で
会
わ
せ
て
あ
げ
る
と
、
お

互
い
意
気
投
合
し
て
愛
し
合
う
こ
と
に
な

り
、
そ
の
二
人
の
仲
人
を
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
う
れ
し
か
っ
た
。
そ
の
後
八
組
の
仲
人

を
経
験
し
た
。

　

日
光
の
冬
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
ス
ケ
ー

ト
。
子
ど
も
た
ち
は
ス
ケ
ー
ト
が
大
好
き
。

週
一
回
、
初
め
は
歩
く
こ
と
か
ら
の
ス
ケ
ー

ト
教
室
。
ス
ケ
ー
ト
選
手
の
お
兄
さ
ん
た
ち

が
先
生
に
な
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
子
ど
も
た

ち
の
上
達
ぶ
り
は
す
ご
い
。
年
長
さ
ん
に
な

る
頃
は
ス
イ
ス
イ
の
一
人
前
の
ス
ケ
ー
タ
ー

に
な
っ
て
い
た
。
小
学
、
中
学
、
高
校
、
大

学
と
、
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
に
な
る
た
め
の
努

力
に
は
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。
夏
で
も
ホ
ッ

ケ
ー
。
ス
テ
ィ
ッ
ク
が
遊
び
道
具
だ
っ
た
。

　

今
年
は
日
光
で
十
八
年
ぶ
り
に
冬
季
国
体

が
開
か
れ
、
二
月
一
日
二
日
と
見
に
行
っ
た
。

卒
園
児
が
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
て
が
ん
ば
る

姿
を
見
て
う
れ
し
く
な
り
涙
が
出
た
。
他
の

子
ど
も
た
ち
も
が
ん
ば
っ
て
い
た
。
こ
ん
な

に
も
大
き
く
な
っ
て
…
。
私
が
年
を
取
る
の

は
仕
方
な
い
な
あ
…
と
思
い
な
が
ら
も
、
試

合
が
始
ま
る
と
、
我
を
忘
れ
て
大
き
な
声
で

子
ど
も
た
ち
の
名
前
を
呼
び
、
思
い
っ
き
り

応
援
し
た
。
と
て
も
満
足
な
二
日
間
だ
っ
た
。

　

清
滝
幼
稚
園
を
去
り
、
今
は
き
ぬ
川
幼
稚

園
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
幼

稚
園
の
先
生
と
し
て
五
十
年
目
の
節
目
を
迎

え
、
子
ど
も
た
ち
と
共
に
歩
ん
だ
教
員
生
活

を
誇
り
に
思
う
と
共
に
、
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
地
域
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
の
気
持
で

い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
人
生
は
、
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
、
体
の
続
く
か
ぎ
り
頑

張
っ
て
新
し
い
事
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と

思
う
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
と
過
ご
し
た
五
十
年

子
ど
も
た
ち
と
過
ご
し
た
五
十
年

き
ぬ
川
幼
稚
園
長

武
田

純
子

寄
稿
寄
稿

研
修
４

「
子
育
て
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題
」

衆
議
院
議
員
（
文
部
科
学
委
員
会
委
員
長
）

　

小
渕　

優
子　

氏

　

少
子
化
の
原
因

の
七
割
は
晩
婚

化
・
未
婚
化
に
よ

る
。
こ
れ
ま
で
の

少
子
化
対
策
は
子

育
て
政
策
だ
っ
た

が
、
出
会
い
を
含

め
た
結
婚
対
策
か

ら
出
産･

育
児
・

教
育
・
若
者
支
援

ま
で
通
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

消
費
税
の
増
税
分
の
三
％
は
す
べ
て
社
会

保
障
に
使
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
社
会
保
障
費

は
年
金
・
医
療
・
介
護
の
三
経
費
だ
っ
た
が
、

今
回
の
増
税
を
機
に
子
育
て
を
加
え
て
社
会

保
障
四
経
費
と
し
た
こ
と
が
一
番
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
。
子
育
て
に
安
定
的
な
財
源
で
あ
る

消
費
税
を
確
保
で
き
た
の
は
大
き
な
前
進
。

　

幼
児
教
育
で
は
、
二
十
六
年
度
予
算
で
は

ま
ず
生
活
保
護
世
帯
が
無
料
に
な
る
。
ま
た
、

保
育
園
と
同
じ
よ
う
に
六
年
間
で
第
二
子
第

三
子
を
そ
れ
ぞ
れ
半
額
、
無
償
と
す
る
。

　

今
後
は
、
ま
ず
五
歳
児
を
小
学
校
に
上
が

る
前
の
義
務
教
育
的
位
置
づ
け
と
し
て
無
償

に
し
て
い
く
。
こ
こ
か
ら
幼
児
教
育
の
無
償

化
に
入
っ
て
い
く
の
が
順
番
と
し
て
は
い
い

の
で
は
な
い
か

　

子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
は
日
本
の
未
来
を

創
っ
て
い
く
こ
と
。
子
育
て
と
教
育
に
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
と
し
て
関
わ
っ
て
い
き
た
い
。
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青
年
部
県
外
視
察

青
年
部
県
外
視
察

青
年
部
合
宿
研
修

青
年
部
合
宿
研
修

に
お
い
て
大
切
な

こ
と
、
な
ぜ
誰
の

た
め
に
幼
稚
園
が

あ
る
の
か
と
い
う

根
本
の
部
分
を
問

い
直
さ
れ
る
内
容

で
あ
っ
た
。
ま
さ

に
、「
幼
稚
園
経

営
の
神
髄
は
な
に
か
」
と
い
う
こ
と
を
垣

間
見
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
後
の
園
経
営

の
道
筋
を
示
し
て
く
れ
た
と
と
も
に
、
活

力
を
与
え
て
く
れ
た
素
敵
な
講
演
と
な
っ

た
。

　

職
員
用
の
園
バ
ス
ま
で
動
員
し
て
送
迎

い
た
だ
い
た
那
須
地
区
青
年
部
の
「
お
も

て
な
し
」
は
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
っ

た
。

　

二
日
目
の
西

那
須
野
幼
稚
園

で
は
、
二
〇
一
一

年
か
ら
こ
ど
も
園

に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
、
新
し
い

保
育
園
舎
を
中
心

に
、
星
形
？
の
興

味
深
い
デ
ザ
イ
ン
の
幼
稚
園
舎
や
、
旧
園

舎
を
利
用
し
た
学
童
保
育
施
設
、
バ
ス
待

合
室
な
ど
を
見
学
し
た
。

　

準
備
に
当
っ
た
先
生
方
の
お
陰
を
も
っ

て
、
よ
り
多
く
の
青
年
部
員
が
参
加
し
、

た
い
へ
ん
充
実
し
た
研
修
と
な
っ
た
こ
と

を
報
告
す
る
。　
　
　
　

 （
佐
野　

延
洋
）

　

平
成
二
十
六
年
一
月
三
十
一
日
、
二
月

一
日
と
二
日
間
の
青
年
部
合
宿
研
修
が
開

催
さ
れ
た
。
今
回
は
、
初
日
は
那
須
塩
原

市
の
ひ
ば
り
ヶ
丘
保
育
園
を
会
場
に
園
見

学
と
講
演
が
、
二
日
目
に
は
日
を
変
え
て

西
那
須
野
幼
稚
園
の
見
学
を
行
っ
た
。

　

ひ
ば
り
ヶ
丘
保
育
園
は
、
周
囲
を
林
に

囲
ま
れ
て
い
て
、
と
て
も
恵
ま
れ
た
環
境

に
立
地
す
る
保
育
園
で
、
今
回
は
午
後
の

ひ
と
と
き
を
見
学
す
る
機
会
を
い
た
だ
い

た
。
た
っ
ぷ
り
と
陽
光
を
取
り
込
め
る
園

舎
は
と
て
も
暖
か
で
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

を
醸
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
同
保
育
園
を
会
場
に
し
た
講
演

で
は
、「
幼
稚
園
経
営
の
神
髄
」と
題
し
て
、

船
井
総
合
研
究
所
・
チ
ー
フ
経
営
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
石
田
敦
志
氏
に
お
話
し
い
た

だ
い
た
。
船
井
総

研
と
い
う
と
、
ど

ち
ら
か
と
い
う
と

手
法
に
特
化
し
た

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
っ
た
が
、
今

回
は
幼
稚
園
経
営

　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
一
日
か
ら

一
泊
で
県
外
視
察
研
修
が
開
催
さ
れ
た
。

参
加
者
は
二
十
六
名
。
川
崎
市
に
あ
る
宮

前
幼
稚
園
と
同
市
に
あ
る
株
式
会
社
運
営

の
み
つ
ば
ち
保
育
園
の
二
カ
所
の
視
察

で
、宮
前
幼
稚
園
で
は
施
設
見
学
後
、亀
ヶ

谷
園
長
先
生
に
講
話
を
頂
き
、
園
の
環
境

（
ビ
オ
ト
ー
プ
等
）
の
大
切
さ
や
写
真
を

通
じ
て
園
の
生
活
や
子
ど
も
た
ち
の
育
ち

を
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
。

　

二
日
目
の
み

つ
ば
ち
保
育
園

は
、
民
家
を
改

築
し
て
の
施
設

と
い
う
こ
と

で
、
限
ら
れ
た

環
境
の
中
で
の

保
育
、
土
地
柄

に
よ
る
運
営
面

で
の
悩
み
も
あ

る
よ
う
だ
っ

た
。

　

今
回
、
視
察

し
て
感
じ
た
こ

と
は
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て

環
境
は
と
て
も

大
切
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
限
ら
れ
た
施
設
の
中
で
も
良

い
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
。

（
金
子　

礎
泰
）

  
平
成
二
十
五
年
度　

第
三
回
保
育
セ
オ
リ
ー
講
座

期
日　

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
七
日（
火
）

会
場　

コ
ン
セ
ー
レ
（
大
ホ
ー
ル
）

参
加　

百
五
十
四
名

内
容　

　
「
豊
か
な
人
間
関
係
を
育
む
教
師
の
か
か
わ
り
」

　
〜
新
制
度
を
踏
ま
え
た
教
師
の
資
質
向
上
の
た
め
に
〜

講
師　

聖
徳
大
学
大
学
院
教
授

　
　

篠
原　

孝
子 

氏

　

生
き
る
力
の

育
成
と
い
う
こ

と
で
、
エ
リ
ク
ソ
ン

の
発
達
課
題
、
子
ど

も
・
子
育
て
三
法
に

つ
い
て
触
れ
、
教
育

要
領
や
幼
小
連
携
の

必
要
性
に
つ
い
て
、
ま
た
教
師
の
質
、
資

質
向
上
の
必
要
性
に
つ
い
て
話
を
聞
い

た
。
人
間
関
係
や
保
育
の
つ
な
が
り
を
豊

か
に
す
る
こ
と
の
大
切
さ
が
よ
り
求
め
ら

れ
る
こ
と
や
、
保
育
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た

環
境
の
工
夫
で
子
ど
も
は
心
を
動
か
す
体

験
が
で
き
、
思
い
を
育
む
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
い
う
事
で
あ
っ
た
。

　

発
達
課
題
を
理
解

し
、
幼
稚
園
教
育
要
領

の
五
領
域
を
総
合
的
に

展
開
し
て
い
く
こ
と

で
、
生
き
る
力
の
基
礎

を
育
成
す
る
こ
と
に
つ

な
が
る
。
ま
た
、
そ
れ

を
踏
ま
え
た
上
で
の
保

育
者
と
し
て
の
役
割
や
、
日
々
の
保
育
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
ら
れ
る
講
座
で
あ
っ
た
。
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平成26年度私立幼稚園関係予算案 （単位：千円）

平成26年度予算案の内容について
　 平成 26 年度予算に関しては、現行制度における最後の予算要望という状況の中、運営費補助金に特化する方向での要望を目指す形
となりました。27年度からの新制度における公定価格の設定に関する基礎になることを想定しての方針でした。結果的には、県単上乗せ
分の減少をおさえ、18 万円に乗せることができましたが、大きな成果を上げるには至らず、昨年同様、現状維持にとどまるところとなりま
した。
　 27 年度の要望は、新制度に向けて、各園の方向性への対応が必要となります。現栃幼連の加盟園が、それぞれの立場での事業が安定
したものとなるよう、予算要望を展開することとなります。これからも、県議会、担当課との折衝を重ねて予算獲得に努力をしていきたい
と考えています。振興連盟との連携のもと、加盟園の皆様の更なるご協力を背景に振興活動を展開してまいります。変わらぬご協力をお
願いいたします。 振興委員長　宮入 玄英

事 　 業 　 名 概 　 要平成26年度
予算額（案）

平成25年度
予　算　額

１　幼稚園運営費補助金 

２　幼稚園教材費等補助金
             

３　地域子育て推進事業費補助金

　 　（１）子育てランド事業

             

　　 （２）わんぱく保育推進事業
             

4　幼稚園第二子等保育料減免事業

５　栃木県私立幼稚園振興財団補助金

６　特別支援教育費補助金

７　私立学校教職員共済補助金（幼稚園分）

８　栃木県幼稚園連合会補助金

９　幼稚園特別研修費補助金

10　私立学校被災児童生徒授業料等減免事業費
　　（幼稚園分）

11　幼稚園耐震化事業費

12　幼稚園緊急環境整備事業費

5,576,341

15,093

333,220

33,900

299,320

30,887

153,572

373,968

56,528

3,000

3,000

3,629

1,321,373

0

7,839,724

5,763,147

13,764

329,770

32,330

          

          
297,440

0

147,135

438,256

57,641

3,000

3,000

3,130

1,859,485

58,440

8,676,768

学校法人が設置する幼稚園の運営費に対する助成
　園児一人当たり 　 181,100円（H25  178,500円）
　うち満３歳児　　411,279千円（H25  340,400千円）

個人及び宗教法人が設置する幼稚園の教材費等経費に対する助成
　園児一人当たり　 39,100円（H25　同額）
　うち満３歳児　　   704千円（H25　1,525千円）

幼稚園が実施する①～⑤の事業に対する助成
　①子ども遊び場確保事業
　　ア　園地・園舎開放事業
　　イ　放課後児童クラブ事業
　②未就園児親子教室事業
　③幼児教育に関する各種講座開催事業
　④地域の子育て支援に関する情報提供・紹介事業
　⑤その他市長が定める子育て支援事業のうち、知事が適当と
　　認めるもの
　　Ａ　上記のうち２事業実施
　　　１園当たり　130千円（市町130千円以上の補助が条件）
　　Ｂ　上記のうち３事業以上実施
　　　１園当たり　200千円（市町200千円以上の補助が条件）

私立幼稚園が行う預かり保育事業に対する助成
○通常分
　１園当たり　800千円、1,200千円、1,600千円
○特定分（4時間超）
　１園当たり　160千円、280千円、400千円
○長期休業分
　１園当たり　160千円、280千円、400千円
○休業日分
　１園当たり　300千円、480千円、660千円

就園奨励費の拡充により、補助対象がすべてカバーされた。

私立幼稚園教職員の退職金給付事業に要する経費に対する助成
・補助率→教職員標準給与額の27/1000（H25同率）

特別支援を要する園児が就園する幼稚園に対し、その経費の一
部を助成
　対象園児一人当たり　学法二人以上　784千円（国庫対象）
　　（H25同額）　　　上記以外　　　392千円（県単）

長期掛金について、標準給与額の8/1000を補助（H25同率）
・対象者　2,690人　（H25　2,635人）

栃幼連が行う研修事業に要する経費に対する助成
・補助率　定額（1/2以内）

栃幼連が行う子ども・子育て支援新制度を踏まえた、研修事業に
要する経費及び関東地区教員研修栃木大会に要する経費に対
する助成
・補助率　定額（1/2以内）

被災児童生徒に係る私学授業料減免事業に対する助成
・対象者　32人　（H25　36人）

認定こども園への移行を予定している私立幼稚園の耐震化事
業に対する補助
・補助率　１/２（安心こども基金活用事業）

○学校法人立幼稚園が行う遊具等環境整備に対する助成
　・補助率　認定こども園　１/２　左記以外幼稚園　１/３
　　　　　   （安心こども基金活用事業）
○認定こども園等における研修支援
　・補助率　１/２（安心こども基金活用事業）
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今
年
度
も
各
研
修
や
調
査
研
究
等
、
幼

児
教
育
セ
ン
タ
ー
事
業
へ
の
御
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭
研
修
が

　

修
了
し
ま
し
た

　

昨
年
十
二
月
二
十
六
日
に
、
全
日
程
が

修
了
し
ま
し
た
。
集
合
研
修
、宿
泊
研
修
、

地
区
研
修
等
、
様
々
な
内
容
を
含
む
研
修

で
し
た
。
受
講
生
か
ら
は
、「
四
月
の
頃

は
不
安
で
し
た
が
、
今

で
は
少
し
自
信
を
も
っ

て
担
任
を
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。」「
新

採
研
に
参
加
す
る
た

び
、初
心
を
思
い
出
し
、

素
晴
ら
し
い
仕
事
に
就

け
て
い
る
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。」「
同
じ

悩
み
を
も
つ
仲
間
と
励
ま
し
合
え
る
こ
の

研
修
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
頑
張
れ
ま
し

た
。」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
こ
の

一
年
で
得
た
も
の
を
実
感
し
て
い
る
よ
う

で
し
た
。
今
後
の
活
躍
を
心
よ
り
応
援
し

て
い
ま
す
。

　　

幼
稚
園
教
職
十
年
経
験
者
研
修
が

　

修
了
し
ま
し
た

　

幼
稚
園
教
職
十
年
経
験
者
研
修（
三
十
二

名
）
の
全
日
程
（
園
外
研
修
六
日
・
園
内

研
修
十
日
）
が
修
了
し
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
研
修
で
は
、
義
務

教
育
以
降
の
教
育
の
基
礎
を
培
う
幼
稚
園

と
し
て
、
開
講
式
・
閉
講
式
を
、
小
・
中

学
校
、
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
の
十

年
目
研
修
と
合
同
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

十
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
振
り
返
り
、
自
園

の
環
境
や
教
育
内
容
に
つ
い
て
考
え
る「
中

堅
教
員
の
た
め
の
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」、

小
・
中
学
校
教
諭
と
合
同
で
協
議
し
た
「
幼

児
期
か
ら
児
童
期
へ
の
教
育
」、
ビ
デ
オ
視

聴
を
通
し
て
子
ど
も
の
姿
か
ら
考
え
る「
協

同
す
る
経
験
と
は
」
等
の
講
話
・
演
習
に

よ
り
、
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
力
を

さ
ら
に
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
受

講
生
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

　

幼
・
保
・
小
ジ
ョ
イ
ン
ト

　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
岩
舟
町
）

　

本
事
業
は
、
子
ど
も
の
発
達
や
学
び
の

連
続
性
を
踏
ま
え
た
保
育
・
教
育
の
実
現

に
向
け
、
幼
・
保
・
小
の
教
職
員
が
相
互

理
解
を
深
め
、
指
導
力
を
高
め
ら
れ
る
こ

　
「
今
ま
で
の
指
導
で
は
、
何
だ
か
う
ま

く
い
か
な
い
」「
そ
の
子
の
よ
さ
を
う
ま

く
生
か
せ
な
い
」
等
、
日
頃
の
保
育
で

悩
ん
だ
り
、
行
き
詰
ま
っ
た
り
し
て
い

ま
せ
ん
か
？
そ
の
よ
う
な
こ
と
の
解
決

の
一
助
に
な
る
よ
う
、
教
職
員
の
た
め

の
指
導
資
料
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
四

月
に
全
幼
稚
園
に
送
付
し
ま
す
の
で
、

日
々
の
保
育
や
園
内
研
修
等
で
御
活
用

く
だ
さ
い
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト

「
一
人
一
人
に
応
じ
た
指
導
の
充
実

  

〜
集
団
の
中
で
、
全
て
の
子
ど
も
が 

　
　

そ
の
子
ら
し
く
輝
く
た
め
に
〜
」

●
発
表
者

　

ふ
た
ば
幼
稚
園
（
大
田
原
市
） 

　
　

園　

長　
　

浅
見　

容
子　

先
生

　

南
高
根
沢
ひ
ば
り
保
育
園（
芳
賀
町
）

　
　
主
任
保
育
士　

大
根
田
か
お
り　

先
生

　

那
須
塩
原
市
立
稲
村
小
学
校

　
　

教　

諭　
　

奥
山　

規
子　

先
生

　園における自分の立場や役割に、改めて気付
くことができた。幼児教育の喫緊の課題に関す
る協議や課題研究等を通して、組織の中で、自
分に求められていること、やるべきことが具体
的に見えてきた。

　同じ立場の先生方との協議は、内容の濃いも
のだった。研修を終えた今が「始まり」だと思い、
ミドルリーダーとしての自覚をもって、園を支え
ていける人材でいられるよう学び続けたい。

お
疲
れ
様
で
し

た
。
園
の
ミ
ド

ル
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
御
活
躍

く
だ
さ
い
。

児
が
自
由
に
動
か
し
て
準
備
と
片
付
け
が

で
き
る
教
材
を
手
作
り
す
る
な
ど
、
幼
児

の
遊
び
心
と
主
体
性
を
大
切
に
し
た
体
づ

く
り
の
実
践
発
表
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
子
ど
も
が
自
ら
や
っ

て
み
た
い
と
思
え
る
工
夫
を
し
た
い
。」

な
ど
の
感
想
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
す
。
今
年
度
は
、

岩
舟
町
で
五
回
実
施

し
ま
し
た
。
岩
舟
幼

稚
園
、
岩
舟
小
学
校

で
の
保
育
・
授
業
、

交
流
活
動
を
、
町
内

の
幼
・
保
・
小
・
中

の
教
職
員
が
参
観
し
、
協
同
的
な
学
び
を

視
点
と
し
た
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
参
加

者
の
意
見
を
御
紹
介
し
ま
す
。

　

回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
幼
・
保
・
小
の

教
職
員
の
関
係
が
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
を

感
じ
ま
し
た
。
こ
の
成
果
を
県
内
に
広
く

発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

栃
木
県
教
育
研
究
発
表
大
会

　
　
　
　
「
幼
・
保
・
小
連
携
部
会
」

　

今
年
度
の
「
幼
・
保
・
小
連
携
部
会
」

は
、「
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
な
子

ど
も
を
育
て
よ
う
〜
幼
児
期
か
ら
児
童
期

に
遊
び
や
生
活
の
中
で
大
切
に
し
た
い
こ

と
〜
」
の
テ
ー
マ
の
下
、
行
い
ま
し
た
。

　

ふ
た
ば
幼
稚
園
か
ら
は
、
幼
児
が
自
然

に
や
っ
て
い
る
敷
石
飛
び
の
姿
を
見
て
、

教
師
が
使
い
古
し
の
マ
ッ
ト
を
切
り
、
幼

　１年生が協同的に学ぶために
は、幼児期に考える楽しさを経
験する必要があると思った。一
人一人が考えをもち、友達の意
見に耳を傾けられるように、遊
びや生活の中で育てていきた
い。（幼稚園教諭）

　幼稚園の先生は、幼児が主
体的に活動できるように環境
構成し、多少のトラブルがあっ
ても見守っていた。私も、もっ
と子どもを信じて、子ども自ら
行動できるように、待つ姿勢を
見習いたい。（小学校教諭）
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●
幼
稚
園
運
営
費
補
助
金
（
全
体
分
）

　

補
助
金
実
績
報
告
書
の
提
出
期
限
は
平

成
二
十
六
年
五
月
七
日
（
水
）
で
す
。
公

認
会
計
士
等
の
監
査
日
程
の
都
合
等
に
よ

り
、
提
出
期
限
ま
で
に
平
成
二
十
五
年
度

決
算
が
確
定
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、

仮
決
算
の
段
階
で
県
に
実
績
報
告
書
を
提

出
し
、
決
算
確
定
後
、
再
度
提
出
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
幼
稚
園
教
材
費
等
補
助
金
（
全
体
分
）

  

補
助
金
実
績
報
告
書
の
提
出
期
限
は
平

成
二
十
六
年
四
月
一
八
日
（
金
）
で
す
。

●
幼
稚
園
運
営
費
補
助
金
及
び
幼
稚
園
教

材
費
等
補
助
金
特
別
補
助
（
わ
ん
ぱ
く
保

育
推
進
事
業
・
子
育
て
ラ
ン
ド
事
業
）

　

事
業
実
施
報
告
書
の
提
出
期
限
は
、
わ

ん
ぱ
く
保
育
推
進
事
業
及
び
子
育
て
ラ
ン

ド
事
業
と
も
に
平
成
二
十
六
年
四
月
四
日

（
金
）
で
す
。

●
平
成
二
十
五
年
度
決
算
書
及
び
平
成

二
十
六
年
度
予
算
書
の
提
出
に
つ
い
て

  

平
成
二
十
五
年
度
決
算
書
及
び
平
成

二
十
六
年
度
予
算
書
の
提
出
期
限
は
、
平

成
二
十
六
年
六
月
三
十
日
（
月
）
で
す
。

決
算
書
（
標
準
様
式
）
の
電
子
デ
ー
タ
を

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
あ
る
幼
稚
園
宛
て
に

別
途
メ
ー
ル
で
お
送
り
し
ま
す
。
予
算
書

も
決
算
書
標
準
様
式
と
同
様
に
作
成
し
て

く
だ
さ
い
。

●
資
産
総
額
の
変
更
登
記
済
届

  

平
成
二
十
五
年
度
決
算
に
伴
う
資
産
総

額
の
変
更
登
記
は
、
平
成
二
十
六
年
五
月

末
日
ま
で
に
行
い
、
六
月
三
十
日
（
月
）

ま
で
に
登
記
済
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
各
種
提
出
書
類
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

別
途
送
付
す
る
通
知
文
を
参
照
の
上
、

期
限
内
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

  

平
成
二
十
六
年
度
学
校
基
礎
調
査
ヒ
ア

リ
ン
グ
（
園
児
数
確
認
）
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
六
年
五
月
七
日
（
水
）
か
ら
九

日（
金
）、十
二
日（
月
）及
び
十
四
日（
水
）

の
五
日
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。　

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
途
通
知
い
た
し

ま
す
が
、
担
当
者
の
出
席
に
つ
い
て
御
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

編集後記
　

間
も
な
く
、
平
成
二
十
五
年
度
も

終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
が
初

め
て
広
報
委
員
を
お
受
け
し
て
か

ら
、
早
二
年
。
も
う
す
ぐ
、
任
期
を

全
う
で
き
ま
す
。
馬
場
広
報
委
員
長

を
は
じ
め
、
金
子
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委

員
長
、
ま
た
本
誌
の
編
集
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
は
心
よ
り

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
度
に
入
っ
て
か
ら
は
、

新
制
度
を
見
据
え
て
数
多
く
の
研
修
会
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一

月
時
点
で
も
大
枠
と
も
い
え
る
公
定
価
格

等
未
確
定
な
部
分
も
多
い
の
が
現
状
で
す
。

　

地
方
版
子
ど
も
子
育
て
会
議
が
、
各
市

町
村
で
も
設
置
さ
れ
平
成
二
十
七
年
度
に

向
か
い
動
き
始
め
て
い
ま
す
。
先
日
、
私

も
足
利
市
の
一
回
目
の
子
ど
も
子
育
て
会

議
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
市
町
村
も
全
体
の
把
握
は
難
し
い
よ

う
で
す
。こ
れ
か
ら
各
自
治
体
の
条
例
が
、

短
期
間
で
加
速
度
的
に
決
ま
っ
て
い
き
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
来
年
度
早
々

に
は
自
園
に
最
適
な
道
筋
を
つ
け
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
非
常
に
難
し
い
選
択
で

は
あ
り
ま
す
が
、
一
番
良
い
選
択
が
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。　
　
（
遠
藤　

英
昌
）

平
成
二
十
六
年

　
　
四
月
〜
六
月
ま
で
の
事
業
予
定

＊
総
会
予
告
＊

（
二
十
五
年
度 

決
算
総
会
）

栃
幼
連 

通
常
総
会

栃
幼
連 

通
常
総
会

栃
幼
連 

通
常
総
会

平
成
二
十
六
年
五
月
十
六
日
（
金
）

会
場
：
コ
ン
セ
ー
レ

平
成
二
十
六
年
度

●
宇
都
宮
市　

す
ず
め
幼
稚
園

　
　

創
立
四
十
周
年
記
念
式
典

　
　
　

平
成
二
十
六
年
三
月
一
日

慶
　
事

表 彰
●
栃
木
幼
稚
園
・
若
葉
幼
稚
園　

　
　

理
事
長・園
長　

松
下  

明
世 

様

高
齢
者
叙
勲

　

瑞
宝
双
光
章（
教
育
功
労
）

４
月
２
日　
新
規
採
用
幼
稚
園
教
諭
研
修（
集
合
研
修
）

５
月
16
日　

栃
幼
連 

通
常
総
会（
25
年
度
決
算
総
会
）

５
月
19
日　

※ 

10
年
経
験
者
研
修（
共
通
研
修
）

５
月
22
日　

※ 

調
査
研
究
委
員
会

５
月
29
日　

※ 

合
同
研
修（
幼・保・小
）

５
月
30
日　

※ 

合
同
研
修（
幼・保・小
）

６
月
３
日　
※ 

幼・保・小
教
職
員
相
互
職
場
体
験
研
修（
事
前
説
明
会
）

６
月
４
日　

※ 

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

６
月
５
日　
※ 

幼・保・小
教
職
員
相
互
職
場
体
験
研
修（
事
前
説
明
会
）

６
月
６
日　
※ 

幼・保・小
教
職
員
相
互
職
場
体
験
研
修（
事
前
説
明
会
）

６
月
10
日　

新
採
研
指
導
者
事
前
打
合
会

６
月
11
日　

保
育
テ
ク
ニ
カ
ル
講
座

６
月
12
日　

設
置
者・園
長
研
修
会

６
月
13
日　

青
年
部 

全
体
委
員
会・研
修
会

　
　
　
　
　
※ 

幼・保・小
教
職
員
相
互
職
場
体
験
研
修（
事
前
説
明
会
）

６
月
17
日　

※ 

合
同
研
修（
幼・保・小
）

６
月
19
日　

新
採
研 

公
開
保
育（
宇
大
附
属
幼
稚
園
）

６
月
20
日　

※ 

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

６
月
24
日　

新
採
研 

公
開
保
育（
宇
大
附
属
幼
稚
園
）

６
月
25
日　

※ 

保
育・教
育
課
程
研
究
セ
ミ
ナ
ー

６
月
26
日　

栃
木
県
幼
稚
園
P
T
A
連
合
会　

総
会

６
月
27
日　
※ 

幼・保・小
教
職
員
相
互
職
場
体
験
研
修（
事
前
説
明
会
）

６
月
28
日　

教
頭・主
任
講
座

　
　
　
　
　
　
　

   

※
は
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
事
業

訃
　
報謹

ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

●
足
利
市　

足
利
ひ
か
り
学
園
幼
稚
園

　
　

園
長　

宮
入　

久
子　

先
生

　
　
　
　

  

平
成
二
十
六
年
一
月
十
日　

逝
去

●
宇
都
宮
市　

あ
つ
み
幼
稚
園

　
　

前
理
事
長　

荒
川　

忠　

先
生

　
　
　
　

  

平
成
二
十
六
年
二
月
六
日　

逝
去

●
矢
板
市　

す
み
れ
幼
稚
園

　

前
理
事
長・前
園
長　

岡
本　

義
雄　

先
生

　
　
　

  

平
成
二
十
六
年
二
月
十
八
日　

逝
去

県
文
書
学
事
課

平
成
二
十
六
年
度
学
校
基
礎
調
査

ヒ
ア
リ
ン
グ（
園
児
数
確
認
）の

実
施
に
つ
い
て

各
種
提
出
書
類
に
つ
い
て


